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新
年
ご
挨
拶 

 

西
多
摩
建
設
業
協
会 

理
事
長 

榎
森
厚
志 

新
年
を
迎
え
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

昨
年
は
三
年
目
に
も
関
ら
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
終
息
す
る
こ
と
無
く
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
変
異
し
第

八
波
に
よ
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
世

界
的
に
経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
日
本
も
よ
う
や
く
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
迎
え
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
西

建
協
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
渦
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
足
を
補
う
為
に
今
年
か
ら
協
会
行
事
を
順
次

再
開
し
、
対
面
に
よ
る
協
会
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
必
要

不
可
欠
で
は
あ
り
ま
す
が
、
西
多
摩
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
含
む
経
済
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
地
場
企
業
も

生
残
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

建
設
業
界
と
し
て
は
働
き
方
改
革
の
リ
ミ
ッ
ト
が
二

十
四
年
に
迫
り
、
地
場
企
業
の
窮
状
と
建
設
業
特
有
の

働
き
方
の
問
題
点
を
行
政
の
皆
様
に
も
理
解
し
て
頂

き
、
本
当
の
意
味
で
働
き
方
改
革
が
進
む
よ
う
全
力
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
『
西
建
協
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
に
出
し
尽
く
さ
な
け
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
』
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
協
会
員
の
皆
様
に
は

強
い
決
意
の
も
と
協
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
今

ま
で
に
も
増
し
て
ご
尽
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

一
般
社
団
法
人
と
し
て
も
今
ま
で
以
上
に
地
域
や
行

政
と
密
接
な
連
携
強
化
を
図
り
、
公
益
事
業
等
も
拡
充

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
働
き
方
改
革
と

並
び
近
々
の
課
題
と
し
て
、
地
区
ご
と
の
災
害
協
定
に

関
し
て
は
各
市
町
村
単
位
に
留
ま
ら
ず
、
西
多
摩
八
市

町
村
全
体
で
よ
り
迅
速
か
つ
確
実
な
緊
急
対
応
な
ら

び
、
発
災
事
に
は
市
町
村
間
の
垣
根
を
払
い
、
柔
軟
な

応
援
支
援
体
制
を
可
能
と
す
る
災
害
協
定
等
を
新
た

に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
熟
慮
し
て

お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
西
多
摩
建
設
業
協
会
は
西
多
摩
地
域
の
安
全

安
心
の
街
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
要
と
言
わ
れ
る 

 
 

丸 

順 

商 

事 

有
限
会
社 

代
表
取
締
役 

矢
部 

要 

羽
村
市
富
士
見
平
二-

一-

一
四 

 
  
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
二
二
二
九 

 
 
   

 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
八
八
九 

株
式
会
社 

交 

運 

社 

代
表
取
締
役 

田
村 

 

勝
彦 

福
生
市
福
生
六
五
四 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
五
四
一 

 
   

   
 

  
  

 
 
 

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

   
   

  

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
六
五
〇
一 

 
建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

髙
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
四 

   

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 
 
 
  

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
・
契
約
保
証
・
契
約
保
証
予
約
（
入
札
ボ
ン
ド
） 

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社
新
宿
支
店 

支
店
長 

照
井 

千
富 

新
宿
区
西
新
宿
一-

二
五-

一
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
四
階 

 
 
 
  

電
話 

〇
三
‐
三
三
四
〇
‐
二
四
五
一 

 
 
   

 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
一
二
〇
‐
〇
二
七
‐
一
五
八 

  

落
石
・
急
傾
斜
地
崩
壊
・
法
面
保
護
対
策 

株
式
会
社  

明
商 

奥
多
摩
営
業
所 

 
 
 

奥
多
摩
町
境
一
二
五
‐
五 

        

電
話 

〇
四
二
八
‐
七
四
‐
九
三
五
四 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
七
四
‐
九
三
五
五 

  

ム
サ
シ
建
設
工
業  

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

青
梅
市
野
上
町
二
丁
目
一
〇
‐
一 

 
 
 

西
武
レ
ジ
デ
ン
ス
二
〇
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
八
四
‐
〇
七
九
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
四
‐
〇
七
九
四 

    

有
限
会
社 

 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

小
林
勇
二 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 

   
    

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

 
 

 
 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

 

サ

ン

コ

ー

機

材

株

式

会

社  

代
表
取
締
役 

向
山 

英
雄 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一
‐
七
‐
一   

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
五
一
六 

秋
川
支
店 

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
〇
九 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

   
 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 
  

 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す  

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

  

 

よ
う
唯
一
無
二
の
団
体
を
目
指
し
ま
す
。
百
年
を
超
え
る
西
多
摩
建
設
業

協
同
組
合
を
母
体
と
す
る
西
建
協
が
一
般
社
団
法
人
と
し
て
船
出
し
た

責
務
を
改
め
て
自
覚
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
の
社
会
貢
献
へ
も
全
力
で

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
各
関
係
機
関
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

西
建
協 

若
手
経
営
者
の
会 

視
察
・
研
修
報
告 

西
建
協 

若
手
経
営
者
の
会 

 

監
事 

小
池 

啓
太 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
一
日
、
（
一
社
）
西
建
協
【
若
手
経
営
者
の
会
】

主
催
に
よ
る
。
視
察
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
西
多
摩
地
区
の
建
設
業
を

担
う
若
手
経
営
者
９
社
９
名
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
施

し
行
わ
れ
ま
し
た
。
訪
問
先
は
『
首
都
圏
外
郭
放
水
路
』
埼
玉
県
春
日
部

市
。
こ
の
『
首
都
圏
外
郭
放
水
路
』
は
、
埼
玉
県
春
日
部
市
上
金
崎
先
か

ら
小
渕
地
先
、
倉
松
川
・
大
落
古
利
根
川
な
ど
中
小
河
川
の
洪
水
を
地
下

に
取
込
む
た
め
、
地
底
５
０
ｍ
を
貫
く
総
延
長
約
６
．
３
㎞
に
も
お
よ
ぶ

ト
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
江
戸
川
へ
の
通
水
を
可
能
と
し
中
川
・
綾
瀬
川
流
域

に
お
け
る
水
害
（
洪
水
）
対
策
の
為
、
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
最
大
の
も
の

で
内
径
３
１
．
６
ｍ
・
深
さ
７
１
ｍ
等
の
立
坑
５
基
、
長
さ
１
７
７
ｍ
・

高
さ
１
８
ｍ
・
幅
７
８
ｍ
調
圧
水
槽
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
日
本
が
世

界
に
誇
る
土
木
技
術
が
終
結
し
た
構
造
物
を
前
に
終
始
、
圧
倒
さ
れ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
『
首
都
圏
外
郭
放
水
路
』
に
水
を
取
込
む
の
は
年
平

均
７
回
程
度
で
、
本
年
は
既
に
５
回
稼
働
し
て
い
る
。
近
年
で
の
最
大
排

水
量
は
平
成
二
七
年
九
月
台
風
１
７
・
１
８
号
、
約
１
，
９
０
０
万
㎥
と

記
録
さ
れ
、
中
川
・
綾
瀬
川
流
域
の
水
害
は
大
幅
な
軽
減
を
成
し
て
い
ま

す
。
我
々
の
住
む
西
多
摩
地
区
に
お
い
て
は
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
流
出
、

落
石
や
雪
害
等
と
様
々
な
災
害
の
お
こ
る
地
区
で
あ
り
ま
す
。 

微
力
な
が
ら
防
災
・
減
災
及
び
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
管
理
に
携
わ
る
も

の
と
し
て
日
本
の
土
木
技
術
高
さ
を
誉
れ
と
思
う
と
共
に
、
我
々
の
行
っ

て
い
る
事
業
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
出
来
た
大
変
有
意
義
な

視
察
・
研
修
会
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

研修参加者 

放水路内部 
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謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

     
  
   

   
   

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  
   

 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

    

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 

 
 

 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑 

順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

     

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
   

  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

  

住
宅
環
境
機
器
の
総
合
商
社 

 

西

関

東

機

材

株

式

会

社  

代
表
取
締
役 

藤
島 

廣
明 

本
社 

八
王
子
市
下
恩
方
町
八
三
五
番
四   

 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
六
五
九
‐
二
六
四
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
六
五
九
‐
二
六
四
三 

西
多
摩
営
業
所 

福
生
市
加
美
平
三-

二
四-

八 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
一
三
‐
七
六
八
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
一
三
‐
七
六
九
五 

 

有
限
会
社 

 

麻
生
マ
ー
ク 

代
表
取
締
役 

前
田 

利
昭 

東
京
都
福
生
市
熊
川
五
二
三  

 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
二
‐
九
五
四
一 

 
 
   

 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
一
七
八
五 

 

南
関
東
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞 

穂 

支 

店 
 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

   
   

 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

  

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

昭
石
加
工 

株
式
会
社 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 

 
 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

                              

  

協 会 員 優 良 工 事 施 工 体 験 記  

施工業者： 佐久間建設 株式会社 

工事件名：台風 19 号被害対策工事（緊急施工）31 西・奥多摩の 3 

工事場所：東京都西多摩郡奥多摩町日原地内 

現場代理人：宮野篤 

 

この度弊社が施工いたしました東京都西多摩建設事務所発注の

災害復旧工事に於きまして、「令和二年度東京都建設局優良工事」

という大変に栄誉のある賞をいただき、誠にありがとうございま

す。 

本件工事は令和元年 10 月に上陸した台風 19 号の豪雨により崩

落した日原街道（L=約 40m）を復旧する工事となります。 

令和元年当時、弊社は道路橋梁維持工事（単価契約）を受注させ

ていただいており、台風 19 号が上陸した当日の夜には都道巡回に

あたっていました。日原街道をパトロール中、道路そのものが崩

落によって無くなっている状況を発見し、すぐさま通報・通行止

めの措置を実施いたしました。発見時は夜遅い時間でしたので、

ヘッドライトの僅かな明かりでしか確認ができませんでしたが、

翌朝に現場を確認したら自然の脅威を目の当たりにする光景が広

がっておりました。住民の皆様が生活している日原地区へのアク

セスは日原街道が唯一のものであるため、早急な復旧が望まれま

した。そのため、まずは人が徒歩で渡れるよう仮設足場を設置し、

地域住民の皆様や職場への通勤の方の往来を実施できるようにい

たしました。また、徒歩で対岸まで渡っても対岸の乗用車がない

ために、弊社から地域住民専用として買い物等に使用していただ

く乗用車を提供させていただきました。本復旧工事では、杭工事

をインプラント工法という特殊工法が採用されました。同工法は

L=17mφ800 ㎜の既成鋼管杭を 1000 ㎜ピッチで 28 本貫入する工

法でしたが、災害箇所の高低差が 10m 以上あったため、測量に苦

労しました。また、崩落によって川下側からでしか施工できない

という厳しい施工条件でありましたが、ドローン等を用いて現場

確認のための写真撮影を行なう等、現場の施工条件を考慮した工

夫によって、大きな事故もなく無事に終えることができました。 

最後になりますが、地域住民の皆様並びに発注者様、協力業者

様に深く感謝するとともに、今後もより一層の技術力向上と無事

故無災害での竣工に努めてまいりたいと存じます。 

（施工現場写真：下写真①参照） 
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施工業者：有限会社 北将建設 

工事件名：路面補修工事(2 北北の 20) 

工事場所：東京都昭島市田中町二丁目地内 外 1 箇所 

監理技術者： 豊田康一 

 

この度は東京都建設局長より大変名誉ある賞を頂きましたこ

とを大変光栄に思っております。この場をお借りして、協力業者

並びに関係各位に深く感謝し、厚く御礼申し上げます。 

本工事は、東京都昭島市田中町二丁目地内(第一工区)と東京都

昭島市美堀町四丁目地内(第二工区)の二工区に分かれた路面補

修工事でありました。 

第一工区は日々交通量の多い交差点国道 16 号線(堂方上交差

点)を抱え、計画段階で社内施工検討会議を行い交通量が少なく

なった時間帯で施工できる用に区割りを決め作業を開始するな

ど渋滞を起こさない工夫を行い、安全かつ円滑に工事を実施する

ことで無事故にて施工することが出来ました。 

第二工区は施工箇所に地元大手スーパーマーケット配送セン

ターの入口有りかつ、舗装厚 25cm の打換工事であったため、事

前に配送センター、発注者、我々施工業者の 3 社で打ち合わせを

行った。配送センターからの日程、施工時間などの要望をしっか

りと組んだうえ、再度、設計者とも協議し打換え工法から切削オ

ーバーレイに設計変更をして施工することで時間の短縮を行い

結果、配送センターの業務に支障なく且つ、車両交通にも支障が

無いよう無事に施工を終えることができました。 

工事終わり間近になると、近隣住民の方々から 「とても綺麗

になったよ、ありがとう」等の感謝のお言葉を多数頂き、大きな

やりがいを感じることが出来ました。これも日々、監督員との信

頼関係を築き上げると同時に、監督員を含む現場従事者全員によ

る「一致団結したチーム」を築き上げ、その体制で地域に解け込

み、密着したインフラ整備工事を達成できたと感じます。 

最後になりますが、発注者である東京都北多摩北部建設事務所

様を始め、地域住民の方々、協力業者様等関係者各位に深く感謝

し、今回の工事で学んだ事を活かし、より一層の技術力向上と無

事故無災害を目指し地域貢献に努めて参ります。 

（施工現場写真：左下写真②参照） 

  

写真①：佐久間建設株式会社 施工現場 

 

写真②：北将建設 有限会社 施工現場 


